
02a朝のさくっとフェラ抜きごっくん
（トラック01の続き。机の下でフェラ奉仕）

[④]
それでは、本日のスケジュールなのですが…
はい？　その前に…朝の性処理ご奉仕ですか？

先ほどの私の挨拶でおちんぽが勃起してしまった…のですね。
お褒めに預かり、光栄です。

私としても喜んでご奉仕させて頂きたいのですが…
本日は来客予定が朝早くでして…今からですと…。

[②]（耳元囁き）
お口おまんこでのフェラ抜きお精子ごっくんでよければ、
ご奉仕させて頂きますが…。

…はい、かしこまりました。
それではお口でご奉仕いたします。

[④に移動しながら]
お足元、失礼いたしますね。

[④]（ズボンを脱がす）
んっ…
んしょ…っと…。

（吐息）
はぁ…朝からギンギンに勃起された、立派なおちんぽ様ですね。
血管が浮き出て、ぱんぱんに張り詰めていて、とても素敵です。
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すんすん…んっ…ふぅ…❤
昨晩…セックスしてから、洗ってないオスちんぽの匂いがします…。

すんすん…すんすん…すんすん…すぅ～。

（ほぼ吐息だけのかすかなオホ声）
おっ…ほぉ…❤　すんすん…すぅ～。
ほっ…おぉ～…っ…社長おちんぽの匂い…今日もとっても濃いです…。

すぅ～……っ……おぉ…
すんすん…すうぅ～……っ…お"っほぉ…❤

あぁ…申し訳ありません。
社長のおちんぽの匂いが良すぎて、つい夢中になってしまいました。

それでは、先っぽへのご挨拶のキスから失礼いたします。

んっ…ちゅっ…ちゅ…ちゅ…ちゅぅ…。

本日も…ちゅ…このおちんぽ様に…ちゅ…
たくさんご奉仕…ちゅ…いたします…ちゅぅ…。

心ゆくまで…ちゅ…お精子…びゅるびゅる…ちゅ…
何回でも、お射精なさってください…ちゅっ…ちゅっ…ちゅぅ～…。

[少し右に]
竿の方も…んちゅ…ちゅ…ちゅ…ちゅ…ちゅぅ…。

[少し左に]
ちゅっ…ちゅ…ちゅ…ちゅ…ちゅぅ…。

[真ん中へ戻る]
ちゅっ…ちゅっ…ちゅぅ…ちゅうぅ～～……んぽっ❤

はい…ありがとうございます。
お次は、舌でねっとりとねぶり回す…
れろれろおちんぽフェラ…して参ります。
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（口を開けながらゆっくりめで舐める）
んえっ…れろ…れろれろ…れろれろれろ…れろん…れろん…
はぁ…んれろれろ…れろれろれろ…れろれろれろるんむぅ…。

（だんだん早く）
んれろれろれろ…ちろちろちろちろ…
ちろちろちろちろ…れろれろれろれろおぉ～～…んっ…。

（小声）
カリの周りも…。

（カリを回転するように舐める）
んっ…ぺろっ…んぺろっ…んぺろっ…んべろっ…んべろっ…
んべろっんべろっ…んべろべろべろべろべろおぉ～…。

（一旦口を離す）
ちゅぱっ…はぁ…。

先走りがだらだらと垂れてきましたね…。
汚れないよう根元から先まで…すべて舐め取らせて頂きます…。

（根本から下から上のほうへ何度も舐め上げる）
[少し左にズレて]
はむっ…んべろべろべろべろれろれろれろろろろろぉぉぉぉ…。
[少し右にズレて]
んっ…んべろべろべろべろれろれろれろろろろろぉぉぉぉ…。
[正面]
はぁんむっ…
んべろべろべろべろべろれるれるれるれるるるるるるぅぅぅぅ…。

ぷぁ…あとは鈴口を…。

（先を咥え尿道口を舐める）
ぅんむ…んちろちろちろちろ…
んべろべろべろべろべろ…んむぐっ…。

（吸い上げる）
ちゅる…じゅるる…じゅるじゅるじゅるじゅるるるぅぅ…。
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（口の中に精液を貯めながら）
ちゅぷっ…んっ…先走りなのに…とてもどろどろしてます…。
んっ…ごく…ごく…ごくん…❤

ふぅ…社長の先走りおちんぽ練乳…とても美味しいです。
味が濃く、朝一の濃密なみるくが精巣で作られているのが分かります。

この元気なおちんぽをもっと味わっていたいのですが…
そろそろお時間ですので…仕上げに移らせて頂きます。

唾液たっぷりのとろとろお口まんこで咥え込んで…
じゅぽじゅぽ…お精子お搾りいたしますね。

（大げさに口を広げて咥えて唇でカリを擦る）
あぁんむ…んっ……んっ……んっ……んっ……んふぅっ……
んっ……んっ……んっ……んっ……ふぅ……ふぅ……んぐっ…。

（咥えながら喋る）
唇でカリをしごきながら、舌も…。

（唇でカリを擦りながら裏筋も同時に舐めだす）
んっ…べろ…んっ…べろ…んっ…べろ…んべろ…
んべろ…んべろ…んべろ…んぢゅぷっ…ぷはぁ…はぁ…。

あぁ～んっ…べろ…んっ…べろ…んっ…べろ…んべろ…
んべろ…んべろ…んべろ…んぢゅぽっ…ぷあっ…❤

（口を離す）
はぁ…唾液たっぷりのとろとろお口まんこ…いかがでしょうか。

ありがとうございます。続けて、もう少し深く…
ほっぺたの内側で包み込んでいきます。

あぁ～んむっ……じゅるるっ…じゅぷ…。

（少しゆっくりめ）
じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…
じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…。
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（咥えながら喋る）
んっ…おちんぽ、美味しいです…。

じゅっぷ…じゅっぷ…じゅっぷ…じゅっぷ…じゅっぷ…
じゅっぷ…じゅっぷ…じゅっぷ…じゅっぷ…じゅっぷ…。

（口から引き抜く）
じゅぽんっ…❤

（唾液をすする）
じゅるっ…はぁ…我慢汁が口いっぱいに溢れて、美味しいです。
おちんぽ、いきそうなんですね。

私も早くお口おまんこに、
おちんぽミルク、注いで欲しくてたまらないです。

一滴もこぼさないようお口で受け止めてごっくんいたしますので、
どうぞどぴゅどぴゅと、お口おまんこに中出ししてください。

はぁ～んじゅぷっ…。

（だんだん早くなっていく）
じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…
じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…じゅぽっ…んっ…。

じゅぽっじゅぽっじゅぽっ…じゅぽっじゅぽっじゅぽっ…
じゅぽっじゅぽっじゅぽっじゅぽっじゅぽっじゅぽっ…。

（じゅぷじゅぷと口でしごきながら喋る）
どうぞ…じゅぷ…お好きな時に…じゅぷ…
お口の中に…ぴゅっぴゅ…してください…じゅぷ…じゅぷ…。

（射精間近、とても早く）
じゅぽっ…出してください…じゅぽっじゅぽっ…
出して…出して…じゅぽっじゅぽっじゅぽっじゅぽっ…❤

（射精）
んっ…！　んんんんぅ…っ…！
ん…っ…ん…っ……ん……っ……ふぅ…ん……っ…。
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（啜り上げる）
じゅる…じゅるじゅる…ずぞぞぞぞぞ…じゅぽんっ…❤

（以下、口に精液を含み舌足らずな感じで）

[④から①に移動しながら]（口の中に精液を貯めながら、口を広げて見せる）
んあぁ～～……っ…。

[①](舌足らずで)
どうぞ、ご覧ください。
本日も朝から…たくさんのザーメンをお口便器に射精して頂きました。

では、耳元でお口くちゅくちゅ失礼いたしますね…。

[①から②に移動しながら]
ふっ…んぅ…。

[②]（口の中で精液をころがす）
もぐもぐ…じゅる…んろんろんろ…れるん…んむっ…
むぐむぐむぐ…じゅる…じゅるる…んれんれんれんれぇ～…。

はぁ…あの…もうおちんぽミルクが飲みたくて…我慢できません…
ごっくんしてもよろしいでしょうか？

ありがとうございます。社長のおちんぽミルク、ごっくんさせて頂きます…
んくっ…こくん…こく…こく…こく…こく…こくん…。

（話し方、普通に戻す）

（耳に吹きかけるような吐息）はぁ…いっぱいのおちんぽミルク…
喉に絡みついて…とてもどろどろしてます…。
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味も匂いも濃厚で…口の中にまだ残っている感じがします。

あぁ、申し訳ありません…おちんぽお掃除の方、遅くなりました。
今すぐお掃除フェラいたします。

[②から④に移動しながら]
ん…しょ…。

[④]（口を大きく開けて先を咥える）
あぁ～…んちゅ…ちゅっ…ちゅ…ちゅぅ…
ちゅっ…ちゅう…ちゅる…ちゅるちゅる…ちゅるる…。

（咥えたまま舐める）
ちゅぷっ…ぷぁ…れろ…れろれろ…れろれろれろ…
れろん…れろん…れろん…れろぉん…れろぉ～ん…。

カリのくぼみも…んちゅ…んれろ…んれろれろ…
んれろ…んれろ…んれろ…んれろれろれろぉ～…ちゅぷん…。

（口からこぼれそうになるのをすする）
じゅるり……はぁ…あとは尿道の中も…。

はぁんむ…じゅる…ずるるるるるるぅ～…ちゅる…ちゅぽん…
んっ…ごくん…。

ふぅ…お掃除フェラ…綺麗にいたしました。
朝の濃厚おちんぽミルク、ご馳走頂きありがとうございます。

量も質も異常なく、いつも通り精力がみなぎっておいでのようです。
それでは本日もお仕事の方、よろしくお願いします。
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